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公園管理者が進
めるハード整備

と管理

魅⼒的な公園づくりとは？
はじめに、原点を振り返ります。

公園利⽤者が
“彩り”を添えてく
れるソフトの充実

この⼆つを両輪で進めること

あえて⾔えば...
公園のハード整備は、
ソフトを充実させる
ために⾏うもの

＋

そこで
まずは、
ソフト（来園者に提供する
サービス・プログラム）
から
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上流域で展開するプログラムとは

上流域でしか体験できないサービスを、

近畿圏域の⼈々に提供するためのプログラム

「上流域でしか体験できないこと」とは

これらを⼀体的
に活⽤し、上流
域ならではの魅
⼒を発信

・上流域の各河川公園の地形、環境、施設の特性
・全国でも珍しい、三つの川が合流するところ
・天王⼭や男⼭などの⾃然環境と、美しい景観
・悠久の歴史を刻む、地域のさまざまな⽂化資源
・左右岸が接近し、地域の距離感が縮まるところ
・地域振興の要としての役割が期待されているSC
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具体的なプログラムの例
河川公園区域、⽔⾯、サービスセンターを活⽤した、来園者をもてなす多彩なプログ
ラムをパッケージとして提供。
野外学習プログラム

イベント・
プログラム

室内プログラム

・⽵細⼯等のクラフトづ
くり

・森のコンサート
・三川合流ジャズフェス
ティバル 等

・浅瀬での遊泳
・カヌー教室
・川ながれ⼤会 等

・バードウォッチング
・川のいきもの観察会
・植物画講座 等

・淀川を知る講座
・環境学習セミナー
・歴史探訪講座 等

健康促進プログラム
・ウォーキングコース
・ジョギングコース
・マラニック⼤会 等

親⽔プログラム

サービス
センター

⽊津川
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さらに広域に⽬を向けると

・左右岸で乗り捨てできる
レンタサイクル

・京都、⼤阪、奈良を結ぶ
ツール･ド･関⻄コース等

⾈運プログラム

周遊促進プロ
グラム

サイクリング
プログラム

・三川合流域のさまざま
なもの・⼈と出逢う
「であいのプロデュー
ス」シリーズ

・⽯清⽔⼋幡宮、天王⼭
等の観光資源を周遊す
るコースの紹介 等

・背割桜を⽔⾯から眺め
る花⾒船

・伏⾒〜枚⽅〜⼋軒屋を
結ぶ、上下流コース

・昔の「渡し」を再現す
る淀川横断コース 等

左岸と右岸、上流と下流など、地域と地域を線でむすぶ、さまざまな事業を展開。
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これらのプログラムのいくつかは、すでに試⾏を進めています。
29年3⽉のサービスセンター・オープンに向けて、新たな三川合流域
に注⽬していただくためのイベントの試⾏、地域の特産品のPR・販売
の試⾏等のプログラムを展開中。

●背割堤地区のイベントプログラム

背割堤秋の満喫プラン
（H27.11）

地域特産の野菜販売

展開中

熱気球による
展望塔疑似体験

●周遊促進プロジェクト
出会いのプロデュース「⽢いモノ編」
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公園管理者が進
めるハード整備

と管理

魅⼒的な公園づくりとは？
ここでもう⼀度

公園利⽤者が
“彩り”を添えてく
れるソフトの充実

この⼆つを両輪で進めること

あえて⾔えば...
公園のハード整備は、
ソフトを充実させる
ために⾏うもの

＋

そこで
御幸橋野草地区（仮称）では、
いままでにご紹介した、さま
ざまなプログラムを充実させ
るために必要な、公園整備を
⾏います。
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御幸橋野草地区（仮称）の公園整備の考え⽅（案）

駐車場の整備
・多目的広場付近に

駐車場を整備

多目的広場の整備
・八幡市街地から徒歩でアクセス

しやすい御幸橋の下流側への
多目的広場を整備

フットパスの整備
・木津川に沿って散歩、散策、

ジョギング等ができるルート
の確保
（既存の踏み分け道を活用）

ビューポイントの整備
・対岸の背割堤や、三川合流部

の景観を楽しめる場所へのベ
ンチや案内板の設置

親水エリア

整備方針 まるまる⼀⽇、三川合流域を満喫していただくために、⽊津川の⽔⾯を挟む２つの公園区域を
⼀体的な利⽤を図る空間として整備し、さまざまなプログラムをパッケージとして提供できる
ようにする。

野外学習
プログラム

イベント・
プログラム

室内
プログラム

健康促進
プログラム

親⽔
プログラム

船着場整備中

７

昨年度協議会に提⽰した整備計画案からマイナーチェンジをしているが、基本的な考え⽅は引き継がれている。

＋ ＋ ＋ ＋



協議会委員の皆様にお願いしたいこと ８

プログラムを充実させるために必要なこと（例）

協議会委員の皆様にお願いしたいこと

⽊津川で遊泳を実現するに
は、川の流れのクセ、深み
のある場所など、利⽤者の
安全確保のために知ってお
くべきことは何なのか？

昔、⽊津川の⽔泳場で泳い
だことがある体験者の⽅を、
ご紹介いただけないでしょ
うか？
また、古い写真をお持ちの
⽅はいらっしゃらないで
しょうか？

きつねの渡し、広瀬の渡し、
⼭崎の渡しがあった場所や、
それぞれの違いについて詳
しい情報をお持ちの⽅を、
ご紹介いただけないでしょ
うか？

上流域の動植物に詳しい⽅、
季節による⾒どころのポイ
ントをご存知の⽅、ガイド
のノウハウをお持ちの⽅を、
ご紹介いただけないでしょ
うか？

野外学習プログラム イベント・プログラム親⽔プログラム
上流域の公園区域で“楽し
みながら”⾃然を学んでも
らうためには、どのような
⾒どころ、着眼点を紹介し
たらよいのか？

「渡し⾈」を再現するイベ
ントを企画したいが、かつ
てこの場所にはどのような
渡しがあったのだろうか？

複数のプログラムを
パッケージで提供

よろしくお願いいたします！

プログラムの企画にあたり、お知恵
を貸して戴ける⽅のご紹介

プログラムの企画を⾏うプロジェクト
チームへのご協⼒

＋ ＋



●上流域地域協議会の位置づけ

今後の上流域地域協議会の運営体制

・上流域の公園利⽤者に提供するプログラムが充実したもの
となるよう、各種プログラムの企画・実施に有⽤なアドバイ
スをいただける⽅々の紹介など、各委員の得意分野での⽀援
をいただく
・協議会を、上流域で展開するプログラム等の「実施状況の
報告・助⾔の場」とする

●上流域地域協議会のメンバー構成
・三川合流域の地域振興につながる事業展開を進めるため、
協議会のオブザーバーとして地元の観光関係団体等の参画を
得る

サービスセンターの開園を契機に、上流域で展開する多彩なプログラムを効率的に企画・運営す
るために、より実⾏⼒のある協議会とするためにどのような体制が望ましいかを協議。

９

公園管理者から、以下の提案をいたします。



上流域におけるモデル地区を設定した事業展開

平成２９年３⽉を予定している三川合流域サービスセンター（ＳＣ）開園に向けた、地域振興の展開と、背割
堤地区との⼀体的な利⽤を⾒据えた御幸橋野草地区の活⽤⼿法を検討。

（１）モデル地区
・三川合流域サービスセンター（背割堤地区）

・御幸橋野草地区
※水無瀬ゴルフ場跡地は、河川管理者の進捗に併せて、議論の

対象とするかを今後判断

（２）検討内容と具体の課題
①施設活用と地域振興

サービスセンター、背割堤地区及び御幸橋野草
地区（仮称）の一体的な利用を前提に、ＳＣを拠点と
した淀川河川公園の利活用プログラムを検討

②植生管理

御幸橋野草地区（仮称）をモデルに、新規開園地
区における、管理コストの縮減と粗放管理を両立さ
せる植生管理のあり方を検討（今後の検討）

（３）直近の事業展開

２月 ３月 ４月 ・ ・ ・ ８月

＜現在展開中のプログラム＞

◆淀川三川合流域地域づくり構想を踏まえたＳＣ開園に向けて、
地元自治体と京都府・国が連携し、以下のプログラムを展開中

国土交通省
（淀川河川事務所）

・開園前プログラムの
企画立案

・国営公園の運営・管理

・淀川舟運活性化の主要
施策との連携

京都府
・開園に向けた京都府内の
関係者調整

・国の実施するプログラムに
対する技術的助言

市町
・地元商工会など人的ネット
ワークの紹介

●公園利用プログラムの試行

●船着場の整備●ＳＣ供用の一年前広報

●周遊促進プロジェクト

●周遊促進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・協働広報
（ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成）

協働広報（ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成）背割堤秋の満喫プラン

物販企画 トークセッション 背割堤船着場（３月完成）

●桜まつり
・ﾘｰﾌﾚｯﾄ配布
・物販企画
（春ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ）

・一年前広報

●七夕まつり（8月）
・協働広報第２弾
・物販企画（夏ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ）
・水辺プログラム他、
複数プログラム試行

１０まとめ

８月の七夕まつりをめざして、複数のプログラムをパッケージと

して提供する試行を実施。小さな成功を積み重ねていきます。

ご協力を、よろしくお願いいたします。


